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東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
は
終
盤
に
入

り
、
優
勝
争
い
が
熱
を
帯
び
て
い
る
。
４
季
ぶ
り

に
１
部
に
復
帰
し
た
専
大
は
４
校
と
の
対
戦
を
終

え
６
勝
２
敗
・
勝
ち
点
３
。
第
６
週
終
了
時
点
で

中
大
と
同
率
首
位
の
見
事
な
戦
い
ぶ
り
だ
。
優
勝

の
行
方
は
第
７
週
以
降
に
も
つ
れ
こ
み
、専
大（
対

拓
大
）
、
中
大
（
対
亜
大
）
の
結
果
次
第
で
は
、

最
終
週
に
試
合
の
あ
る
國
學
大
に
も
優
勝
の
可
能

性
が
残
る
。

専
大
が
３２
回
目
の
１
部
優
勝
を
飾
れ
ば
、
１
９

８
９
年
春
季
以
来
、
２６
年
・
５２
季
ぶ
り
と
な
る
。

も
は
や
勢
い
だ
け
で
は
な

い
そ
の
戦
い
は
、
彼
ら
の
力

強
さ
を
証
明
す
る
の
に
十
分

だ
っ
た
。
開
幕
戦
で
中
大
か

ら
勝
ち
点
を
あ
げ
た
野
球
部

は
、
４
月
１５
、
１６
日
に
亜
大

と
対
戦
。
２
試
合
と
も
１
点

差
の
試
合
と
な
っ
た
が
、
連

勝
で
勝
ち
点
を
得
た
。

続
く
駒
大
１
回
戦
（
４
月

２８
日
）
は
、
２
回
に
５
番
・

渡
辺
和
哉
（
経
営
４
・
文
星

芸
大
附
高
）
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
先
制
。
中
盤
に
逆
転
さ

れ
、
今
季
初
め
て
リ
ー
ド
を

許
す
展
開
に
な
る
も
焦
り
は

な
か
っ
た
。
９
回
、
７
番
・

福
田
晃
規
（
商
４
・
県
岐
阜

商
高
）
の
起
死
回
生
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
で
同
点
と
し
、
延
長

１０
回
に
齋
藤
正
直
監
督
か
ら

「
お
前
が
決
め
て
こ
い
」
と

送
り
出
さ
れ
た
渡
辺
の
サ
ヨ

ナ
ラ
打
で
試
合
に
ケ
リ
を
つ

け
た
。
翌
日
の
試
合
も
勝
利

し
、
５６
年
ぶ
り
の
開
幕
６
連

勝
。
８９
年
春
季
以
来
の
リ
ー

グ
戦
優
勝
も
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
昨
年
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
多
く
残
る

「
打
」
の
チ
ー
ム
。
ど
こ
か

ら
で
も
点
が
取
れ
る
こ
と
が

強
み
だ
。
中
で
も
４
番
・
濱

田
竜
之
祐
（
商
４
・
鹿
児
島

実
高
）
と
５
番
・
渡
辺
の
存

在
が
際
立
つ
。
４
割
近
い
打

率
を
残
す
濱
田
は
長
打
だ
け

で
な
く
、
時
に
は
つ
な
ぎ
役

と
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

る
。
渡
辺
の
３
本
塁
打
、
１０

打
点
は
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
（
５

月
１１
日
現
在
）
。
相
手
の
失

投
を
一
振
り
で
仕
留
め
る
打

力
は
ま
さ
に
脅
威
だ
。

投
手
陣
で
は
、
先
発
は
大

野
亨
輔
（
商
４
・
星
稜
高
）

と
今
春
頭
角
を
現
し
た
堀
田

竜
也
（
経
営
２
・
常
葉
菊
川

高
）
の
２
人
が
中
心
。
後
ろ

に
は
７
月
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
大
会
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
高
橋
礼
（
商
２
・
専
大

松
戸
高
）
ら
が
控
え
る
。

５
月
５
日
、
６
日
の
國
學

大
戦
は
連
敗
を
喫
し
、
今
季

初
め
て
勝
ち
点
を
落
と
し
た

が
、
齋
藤
監
督
が
「
ぎ
り
ぎ

り
の
厳
し
い
戦
い
は
選
手
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の

敗
戦
は
選
手
た
ち
の
糧
に
な

る
」
と
言
え
ば
、
高
原
悠
主

将
（
商
４
・
報
徳
学
園
高
）

も
「
一
つ
一
つ
集
中
し
て
戦

っ
て
い
く
」
と
次
の
戦
い
を

見
据
え
る
。

「
一
戦
必
勝
」
。
そ
の
戦

い
ぶ
り
を
も
う
「
古
豪
専

修
」
と
は
言
わ
せ
な
い
。

（
新
井
健
太
郎
・
文
３
）

レ
ス
リ
ン
グ
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

ッ
プ
が
４
月
２５
、
２６
の
両

日
、
横
浜
文
化
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
６０
㎏
級
で
河
名
真

寿
斗
（
文
３
・
三
次
高
）
が

優
勝
、
同
５５
㎏
級
で
桑
山
裕

貴
（
商
１
・
中
津
商
高
）
が

準
優
勝
に
輝
い
た
。

こ
の
結
果
、
河
名
が
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
（
８
月
、

ブ
ラ
ジ
ル
・
レ
シ
フ
ェ
）
の

出
場
権
を
獲
得
。
桑
山
は
ア

ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
（
７

月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ネ
ピ
ド

ー
）
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

河
名
は
初
戦
か
ら
２
試
合

を
、
開
始
わ
ず
か
１
分
で
決

着
を
つ
け
る
。準
決
勝
は
、後

輩
・
松
井
涼
（
商
２
・
岐
阜
工

高
）
と
の
専
大
対
決
と
な
る

も
先
輩
の
意
地
を
見
せ
た
。

決
勝
戦
は
、
先
に
ポ
イ
ン

ト
を
取
ら
れ
苦
戦
し
た
が
、

持
ち
味
の
投
げ
技
な
ど
で
６

点
を
奪
う
。
「
最
後
は
情
け

な
い
試
合
を
し
て
し
ま
っ

た
」
と
反
省
し
た
が
、
６
―

３
で
自
身
初
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
し
た
。
「
こ
の
優
勝
は
価

値
が
あ
る
。
新
た
な
感
覚
を

得
ら
れ
た
」
と
語
っ
た
。

桑
山
は
準
決
勝
を
フ
ォ
ー

ル
勝
ち
で
突
破
。
第
１
シ
ー

ド
の
難
波（
青
学
大
）と
の
決

勝
は
譲
ら
ぬ
接
戦
と
な
る

も
、
第
２
ピ
リ
オ
ド
で
失
点

し
、
０
―
４
で
敗
れ
た
。「
持

て
る
力
は
出
せ
た
が
、
攻
撃

の
種
類
を
増
や
さ
な
い
と
い

け
な
い
」と
課
題
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
グ
レ
コ
６０
㎏
級
で

松
井
、
同
７４
㎏
級
で
武
田
光

司
（
経
営
２
・
埼
玉
栄
高
）、

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
６０
㎏
で
中

村
倫
也
（
商
３
・
花
咲
徳
栄

高
）
、
同
７４
㎏
級
で
松
尾
侑

亮
（
商
２
・
い
な
べ
総
合
学

園
高
）
が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
と

な
っ
た
。
（
岡
野
希
春
・
経

済
３
∥
写
真
も
）

２
０
１
５
年
度
全
日
本
男

子
チ
ー
ム
「
龍
神
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
」
の
メ
ン
バ
ー
３０
人
が

発
表
さ
れ
、
藤
中
謙
也
と
、

卒
業
生
の
栗
山
雅
史
さ
ん

（
平
２３
商
∥
サ
ン
ト
リ
ー
サ

ン
バ
ー
ズ
）
が
選
出
さ
れ

た
。
現
役
部
員
の
全
日
本
入

り
は
佐
々
木
太
一
さ
ん
（
平

６
商
∥
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）以
来
と
な
る
。

藤
中
は
１
年
次
か
ら
主
力

と
し
て
活
躍
し
、
専
大
初
の

全
日
本
大
学
男
子
選
手
権
ベ

ス
ト
４
に
貢
献
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権

日
本
代
表
に
１
、
２
年
次
連

続
で
選
出
さ
れ
、
１
年
次
に

は
優
勝
の
原
動
力
と
な
っ

た
。
昨
年
は
東
日
本
大
学
選

手
権
初
優
勝
の
立
役
者
と
な

り
、
最
優
秀
選
手
賞
を
獲

得
。
秋
季
関
東
大
学
リ
ー
グ

戦
で
は
チ
ー
ム
を
２
位
に
導

い
た
。
最
大
の
武
器
は
力
強

い
ス
パ
イ
ク
だ
が
、
サ
ー
ブ

レ
シ
ー
ブ
も
得
意
と
し
て
い

て
、
ま
さ
に
攻
守
の
要
。
昨

年
は
シ
ー
ズ
ン
途
中
か
ら
キ

ャ
プ
テ
ン
に
任
命
さ
れ
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

今
年
も
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。

藤
中
は
「
全
日
本
代
表
に

選
ば
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
だ

と
思
っ
て
い
る
。
代
表
合
宿

に
参
加
し
、
オ
フ
ェ
ン
ス
面

で
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
と

感
じ
た
。
海
外
の
選
手
を
相

手
に
点
を
取
る
手
段
を
見
つ

け
て
い
く
。
常
に
�
日
本
代

表
�
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
て
リ
ー
グ
戦

で
も
プ
レ
ー
し
、
結
果
を
残

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

吉
岡
達
仁
監
督
は
「
１
９

０

台
の
選
手
の
中
で
は
、

飛
び
抜
け
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

力
と
ブ
ロ
ッ
ク
力
を
持
っ
て

い
る
。
東
京
五
輪
に
出
場
し

て
ほ
し
い
が
、
リ
オ
五
輪
に

も
出
場
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

招
集
さ
れ
れ
ば
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
力
を
買
わ
れ
、
リ
ベ
ロ

と
し
て
起
用
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
期
待
。

「
龍
神
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」

は
５
～
７
月
に
行
わ
れ
る
Ｆ

Ｉ
Ｖ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
２

０
１
５
に
参
戦
。
チ
ェ
コ
、

フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
と
ホ
ー
ム

＆
ア
ウ
ェ
ー
で
対
戦
す
る
。

７
月
末
か
ら
は
ア
ジ
ア
男
子

選
手
権
、
９
月
か
ら
は
Ｆ
Ｉ

Ｖ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
５
に
出
場
す
る
。

（
阿
部
理
志
・
文
３
）

山口県宇部商業高／身

長１９０cm／体重８２kg／

ポジション＝ウイング

スパイカー

ボ
ク
シ
ン
グ
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世

界
バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト
ル
マ

ッ
チ
１２
回
戦
（
４
月
１６
日
、

大
阪
府
立
体
育
会
館
）
で
、

Ｏ
Ｂ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
山

中
慎
介
さ
ん
（
平
１７
商
∥
帝

挙
ジ
ム
）
が
、
同
級
７
位
の

デ
ィ
エ
ゴ
・
サ
ン
テ
ィ
リ
ャ

ン
選
手
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

に
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
、
８
度
目
の

防
衛
に
成
功
し
た
。

４
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
４
点
リ
ー
ド
。
そ

の
後
は
一
方
的
な
試
合
展
開

で
、
６
ラ
ウ
ン
ド
に
左
ス
ト

レ
ー
ト
で
ダ
ウ
ン
を
奪
う
。

７
ラ
ウ
ン
ド
３６
秒
、
強
烈
な

左
ス
ト
レ
ー
ト
で
倒
し
た
。

８
連
続
防
衛
は
、
国
内
男

子
世
界
王
者
と
し
て
亀
田
興

毅
氏
（
Ｗ
Ｂ
Ａ
バ
ン
タ
ム
級
）

と
徳
山
昌
守
氏
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ス

ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
）
に
並
ぶ

５
位
タ
イ
で
、
具
志
堅
用
高

氏
（
Ｗ
Ｂ
Ａ
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ

級
）
の
持
つ
日
本
記
録
の
１３

回
に
一
歩
近
づ
い
た
。

さ
ら
な
る
高
み
へ
―
―
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
活
躍
に
今

後
も
目
が
離
せ
な
い
。

（
千
葉
ま
す
み
・
商
２
）

◀

８
度
目
の
防
衛
を
果
た
し
、
観
客
の
声
援
に
応
え
る
山
中
さ
ん

∥
大
阪
府
立
体
育
会
館
（
写
真
‥
共
同
通
信
社
）

◀

勝
負
強
さ
を
発
揮
す
る
渡
辺
∥
撮
影
・
齊
藤
麻
莉
奈

野
球
・
東
都
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

白熱の優勝争い
５６年ぶり開幕６連勝

８度目の防衛
ＷＢＣ世界バンタム級

ＯＢの山中さん

▲ 河名は得意の投げ技で大会を制した

ディフェンス力で

「龍神」メンバー

５５㎏ 桑山は準優勝

６０㎏ 河名が優勝

レスリング・ＪＯＣ杯

ジュニアオリンピックカップ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

(経営４)

藤
中

謙
也

▶

先
発
の
一
角
を
担
う
堀
田
∥
撮
影
・
新
井
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